
資料提供 

                       ２０２６年１０月１４日 

              土木部営繕課長 小林 律之 

（担当：茂木 029-301-4561） 

 

誤送信による入札関連情報の漏えいについて 

 

 土木部営繕課において、２０２６年１０月６日に開札した建設工事に係る低入札価格調

査の通知をＦＡＸで送信する際、誤って別の工事の調査対象者宛ての通知を添付したこと

により、第三者に業者名、代表者名、入札参加の事実及び入札価格が調査基準価格を下回っ

た事実が漏えいする事案が発生しましたので、お知らせいたします。 

 今後、同様の事案が発生しないよう、再発防止に万全を期してまいります。 

 

１ 事案発生（発覚）年月日  ２０２６年１０月７日（水） 

 

２ 概要 

（１） 経緯 

・１０月 7 日（水） 

   11：04 低入札価格調査通知をＦＡＸ送信するため、番号を確認し送信 

11：10 送信後、担当者が送信した通知が別の業者あてのものであったことに気づ

き事案が発覚 

 

（２）送信件数及び漏えいした情報 

・１件（業者名、代表者名、入札参加の事実及び入札価格が調査基準価格を下回った事実） 

 

３ 原因 

・ＦＡＸ送信前にＦＡＸの送信表や送信する通知及び FAX 番号を確認していたが、ＦＡ

Ｘで送信する際、送信する通知を別の業者のものと取り違えてしまったもの。 

 

４ 対応経過 

・誤送信された相手方に直接出向き直接謝罪するとともに、相手方了解のもと、受信した

通知を回収した。 

・本来の送信先である相手方へは訪問により直接謝罪し了承を得た。 

 ・なお、今回の情報漏えいは入札開札後に発生した事案のため、開札結果には影響なし。 

 

５ 再発防止策 

・入札関連業者との連絡は電子メールを原則とし、メールを送信する際はアドレスや添付

する書類を複数の職員で確認することを徹底する。 


